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１．はじめに 

塩川橋・大平橋・斉川橋は 2021 年の春と秋に国見

IC～白石 IC 間で床版取替えを実施した橋梁である.    

同一の交通規制期間内で3橋を並行で施工をした. 

対面通行規制区間は約 4km におよび，国道 4 号上

に架かる大平橋の床版架設時のクレーン旋回は国道

を一時通行止めとした（図 1）.  

このように社会的な影響が大きく，工期短縮が本

工事の最重要課題のひとつであった.工期短縮策に

は大林組の開発技術である「スリムファスナー」，

「EMC 壁高欄」を採用した. 

本稿では，クリティカルパスとなった斉川橋（合成

桁橋）で工期短縮のため供用下で実施した，既設 RC

床版のずれ止めの先行切断について報告する. 

２．工事概要 

表 1 に第 1期の工事概要，図 2 と図 3 に斉川橋（下

り線）の断面図と平面図を示す. 

 

３．工事の特徴と課題 

合成桁は床版と主桁がずれ止めで強固に接合され

ており，非合成桁と比べて既設床版の撤去に時間を

要する.よって斉川橋では，既設床版と主桁の接合部

をずれ止めも含めて桁下から切断できる，大林組ら

で開発した床版切断機「サブマリンスライサー」1）に

より工期短縮を図ることとした（図 4）. 
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図 1 位置図 

表-1 工事概要 

図 4 サブマリンスライサー概要図 
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図 2 断面図（更新後） 

図 3 平面図（更新後） 
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 また，切断作業は工程上，追い越し車線規制中から

着手することとした.しかし合成桁は，ずれ止めを切

断すると断面剛性が低下するため，既設床版のひび

割れや，主桁の応力超過，過度なたわみなど不具合が

生じないように安全確保が課題となった（図 5）. 

４．解決策 

解決方針として 3 次元 FEM 解析により，施工条件

と合致した事前検証を行い，車両走行範囲とずれ止

め切断可能な主桁を検討することとした（図 6）. 

ずれ止めは切断時の剛性変化を評価できるモデル

として，ステップ解析（Case1 死荷重時，Case2 ずれ

止め切断，Case3 活荷重時）を実施した（表 2，図 7）. 

５．検討結果 

 検討の結果，レーン載荷で道路センターから 3.5m

の範囲ならG5桁の切断が可能であることが分かった. 

図 9 と図 10 にクリティカルな結果となった G5 桁

の応力度（Case3）と各施工段階の推移を示す. 

もっとも荷重の厳しい状態で全ての断面が許容値

を満足した（図 9）.また応力度の推移をみると，Case2

で上フランジの圧縮応力度が増加し，下フランジは

引張応力度が減少する。これより，ずれ止めの切断で

G5 桁が重ね梁の状態になったことが分かる（図 10）. 

図 11 に Case3 の鉛直方向変位を示す.全体構造

系の挙動として，G8 桁の支間中央を中心に剛性が

低下している G5 桁に向かって扇状にたわみが大き

くなっている．また，途中にイレギュラーなものが

ないことから，解析結果は妥当であると考える. 

７．おわりに 

  今回，3 次元 FEM 解析による事前検証を行い，実

施工においても，既設床版のひび割れや，主桁の応

力超過，過度なたわみ等が生じることなく，工期内

で安全に工事を完了することができた. 

 

 

図 6 ずれ止め切断の施工イメージ  

断面 1：床版+主桁 断面 2： 主桁のみ 

図 5 ずれ止め切断よる断面剛性の変化 

図 7  解析モデル 

表 2 要素条件 

図 8 車両走行範囲と，ずれ止めを切断する主桁 

図 9 応力度（Case3 活荷重時） 

図 10 応力度の推移（支間中央） 

図 11 鉛直方向変位（Case3 活荷重時） 
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